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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
計
画
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
現
在
国
会
で
審
議
中
の
高

速
自
動
車
国
道
法
及
び
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案

（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
を
早
期
に
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
法
案
の
成
立
後
速

や
か
に
、
本
年
四
月
九
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
高
速
道
路
の
再
検
証
結
果
と
新
た
な
料
金
割
引
」
（
以
下
「
新
た

な
料
金
割
引
」
と
い
う
。
）
で
示
し
た
利
便
増
進
計
画
（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
財
特
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
見
直
し
案
に
沿
っ
た
利
便
増
進
計
画
の
変
更
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御

指
摘
の
「
高
松
自
動
車
道
」
を
含
む
「
予
定
さ
れ
て
い
る
高
速
道
路
」
の
整
備
が
新
た
な
料
金
割
引
で
示
し
た
と
お
り
に
で

き
な
く
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

一



先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
五
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
二
五
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
新

た
な
料
金
割
引
で
は
、
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
料
金
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
割
引
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
地
域
に
よ
る
区
別
な
く
設
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
が
管
理
す
る
高
速
道
路
（
以
下
「
本
四
高
速
道
路
」
と
い
う
。
）
の
料
金
の

割
引
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
等
の
交
通
機
関
へ
与
え
る
影
響
に
配
慮
し
て
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
州
と

四
国
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
存
続
等
に
対
す
る
地
域
か
ら
の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
四
国
の
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

法
案
は
、
本
年
四
月
十
三
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
、
現
在
国
会
に
お
い
て
審
議
中

で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
「
国
会
で
の
審
議
を
せ
ず
に
先
延
ば
し
し
た
」
等
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

四
に
つ
い
て

本
四
高
速
道
路
の
料
金
に
つ
い
て
は
、「
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
つ
い
て
」（
平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
政
府
・

二



与
党
申
し
合
わ
せ
）
に
基
づ
き
、
国
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
が
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
に
対
し
出
資
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
平
成
十
五
年
七
月
以
降
、
料
金
の
引
下
げ
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

新
た
な
料
金
割
引
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
新
た
に
出
資
の
延
長
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
公
表
に
当
た

り
、
平
成
三
十
四
年
度
ま
で
の
出
資
に
つ
い
て
関
係
地
方
公
共
団
体
に
改
め
て
協
議
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
新
た
な
料
金
割
引
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
。

五
に
つ
い
て

法
案
は
、
現
在
国
会
に
お
い
て
審
議
中
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
仮
定
の
問
題
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控

え
た
い
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
新
料
金
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
新
た
な
料
金
割
引
で
示
し
た
利
便

増
進
計
画
の
見
直
し
案
は
、
法
案
に
よ
る
改
正
後
の
財
特
法
第
四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
を
含
む

も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
、
国
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で

三



実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
本
四
連
絡
道
路
の
通
行
料
金
三
千
円
を
廃
止
し
た
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


